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研究成果の概要： 
 国内・国外に所蔵される銃砲に関する文献史料（炮術秘伝書）および実物資料（銃砲）の調

査を行い、１６世紀なかば鉄炮伝来から１９世紀末の明治初年までの日本銃砲史が５期に区分

できることを示し、またその技術的変遷を明らかにした。鉄炮銃身に使用されている素材であ

る軟鉄を作るための精錬方法である大鍛冶はすでに技術伝承が途絶えていたが、文献記録にあ

る各工程の意味を明らかにし、その再現に成功した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
平成１８年度 9,000,000 2,700,000 11,700,000 

平成１９年度 2,400,000 720,000 3,120,000 

平成２０年度 2,600,000 780,000 3,380,000 

年度  

  年度  

総 計 14,000,000 4,200,000 18,200,000 

 
 
研究分野：江戸時代文献史 
科研費の分科・細目：文化財科学 
キーワード：日本史、銃砲、鉄炮、火縄銃、金属生産工学、再現実験、製作技法 
 
１．研究開始当初の背景 
 江戸時代初期と幕末維新期、わが国におけ
る銃砲の製作・運用技術は大きな変革を遂げ
たと考えられている。しかし、その歴史的背
景や具体的にどのような変化が起きたのか
ということは必ずしも明確ではなかった。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、これら２つの変革期につ
いて、文献調査と実物資料の材質・製作技法
調査という異なる方向からのアプローチに
より、実証的かつ総合的に解明することであ

る。 
 
 
３．研究の方法 
 文献史料としては鉄炮伝来初期から江戸
時代後期にかけての火縄銃各流派の砲術伝
書、戦術関連文書、幕末維新期の洋式銃の型
式・製法・性能に関する文書、西洋式調練・
戦略のテキスト類を、実物史料としては伝世
された和銃（火縄銃、火矢筒、大筒、木砲）
および洋式銃（滑腔・施戔、前装・後装）、
その弾丸類、古戦場や城址などからの出土遺
物を対象として調査を行う。また、材質と運



用技術研究の一環として火縄銃の銃身の素
材を作るための大鍛冶という精錬技術の再
現実験を行う。 
 
 
４．研究成果 
（1）銃砲類の調査 
①日本銃砲史は 16 世紀なかば鉄炮伝来から
19 世紀末の明治初年におよぶが、この時期を
その特徴から 5期に区分し、なおかつ歴史の
中での銃砲の製作技術を含めてどのように
変遷遷移したかを明らかにし、その中での本
研究課題の位置づけについて明確にするこ
とができた。 
②幕末維新期の文献および実物資料の調査
については、本館が所蔵する幕末維新期の和
洋ふくめた銃砲の種類、構造・国産・外国製
の確認、製作地の確定など、また洋式銃の製
作技術に関する文献「銃工便覧」や「小銃制
式」の内容を検討した。2007 年 10 月 11 日～
15 日に北海道函館市立博物館や江差町の開
陽丸の大砲類、函館の水天宮所蔵の大砲、さ
らに靖国神社遊就館、佐賀県の鍋嶋報郊会な
ど国内資料の銃砲の調査を実施した。幕末維
新期の銃砲技術、とりわけ施条砲については、
例えば外国産のものは尾栓部がなく閉鎖さ
れているのに対し国産のものではネジによ
る尾栓が取り付けられており、これは江戸期
の銃砲技術の延長上にあると考えられるな
ど、いくつかの独自な見解を明らかにするこ
とができた。 
③幕末維新期における軍事技術の研究は、最
近ようやく注目を浴びるようになってきた
が、不明な部分が少なくない。和銃の製作技
術は解明されつつあるが、幕末期の大小の洋
式銃の製作技術については依然として不明
である。館蔵史料に蘭書の「大砲鋳造法」を
翻訳した「鉄熕鋳鑑図」（三巻）があり、さ
らに安政期の「銃工便覧」、慶応期と推測さ
れる「小銃制式」が見出され、内容の検討か
ら洋式銃砲の製作技術を解明することがで
きた。 
④ヨーロッパに所在する和製銃砲調査のた
め 2007 年 12 月 12 日～19 日にオランダ・ベ
ルギーの国立博物館、軍事博物館、王立武器
博物館の所蔵品の調査を実施し、外国人研究
者と銃砲に関する議論をおこなった。この調
査によって、日本でもその存在が稀な江戸初
期の和製石火矢、砲身に「藤堂佐渡守」の陽
刻のある仏狼機砲、幕末維新期の葵の金銀象
嵌を散りばめた見事な井上流の腰指、さらに
岸和田の鉄炮鍛冶の手になる幕末の和製管
打三連式の和銃などを発見した。さらに、国
内に現存する洋式大砲、北海道函館の水天宮
の大砲がオランダ製の軽砲であることが、オ
ランダ人研究者の協力を得て明らかになっ
た。 

 
（2）再現実験 
 江戸時代の鉄炮銃身はきわめて低炭素の
軟鉄（庖丁鉄）を素材としており、これは大
鍛冶とよばれる精錬技術によって作られた
と考えられる。大鍛冶は、わずか 2篇の文献
上の記録は残っているものの技術の伝承が
途絶えており、現在ではその実態がわからな
くなっている。そこで、大鍛冶における炉内
反応などの詳細を明らかにするために再現
実験を行った。炉内温度を非接触で測定でき
る高温サーモグラフィー放射温度計を購入
し、時間経過とともに変化する炉内温度分布
を記録しながら実験を実施した。一回目の試
行実験では比較的短時間の操業によって、銑
鉄からきわめて低炭素の鉄を作ることが可
能であることを確認した。二回目の実験では、
温度や送風、炉内で起きている反応を把握し、
工程全体を理解することを目的として、送風
や昇温条件を変えて操業を行った。これによ
って、文献記録にある各工程の意味など詳細
を明らかにすることができた。 
 
 これら一連の研究成果は、論文、学会発表、
講演などのほか、2006 年 10 月 3 日〜11 月 26
日に国立歴史民俗博物館で開催された企画
展示「歴史のなかの鉄炮伝来」やこれに伴っ
て 10月 21日に開催された歴博フォーラムに
おいても公表された。 
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